
書籍「都市の農を考える」発刊のお知らせ 

 

 

一般財団法人都市農地活用支援センター

では、2024 年 1 月、書籍「都市の農を考え

る－農的活動の新展開と『市民緑農地』の

提案」を発刊しましたので、お知らせいた

します。 

 

諸外国と同様に我が国でも近年、農地だ

けでない様々な空間を利用した農的活動が

広がりつつあります。 

 

認定 NPO 法人日本都市計画家協会の研究

会として発足した生産緑地研究会では、こ

うした動きを都市計画法や農地法の延長上

で取り上げるのではなく、「農」の様々な

機能を活かす市民の主体的活動として意味

づけ光を当てようと議論を重ね、当センタ

ーもこれを支援してきました。 

 

この成果を「都市の農を考える－農的活動の新展開と『市民緑農地』の提案」として、

この度、発刊しました。 

 

「市民緑農地」という考え方は、未だ法制度になってはいませんが、今後の都市におけ

る空地利用が目指すべき方向として、市民や自治体の担当者等の皆様方が様々な課題を解

決する上で大いに役立つと考えられます。また、地域の団体や自治体の取組の中で「市民

緑農地」的な考え方を取入れた事例が積み重ねられ国の制度化につながることが期待され

ます。 
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